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(57)【要約】
【課題】設置面に対して光を効率良く照射することがで
きるベースユニットを提供する。
【解決手段】ベースユニット１００は、第１光源ユニッ
ト２１０ａを取り付け可能である。ベースユニット１０
０は、ベース部１１０と、第１配置部１２０ａと、第１
傾斜部１３０ａとを備える。ベース部１１０は、ベース
面１１２を有する。第１配置部１２０ａは、第１規定面
１２２ａを有する。第１傾斜部１３０ａは、第１傾斜面
１３２ａを有する。第１傾斜面１３２ａは、第１規定面
１２２ａに対してベース面側に傾斜する。第１傾斜部１
３０ａは、第１配置部１２０ａに接続する。第１規定面
１２２ａおよび第１傾斜面１３２ａの各々は、ベース面
１１２に対して傾斜している。ベース面１１２に対する
第１傾斜面１３２ａの角度θ１は、ベース面１１２に対
する第１規定面１２２ａの角度θ２よりも大きい。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１光源ユニットを取り付け可能なベースユニットであって、
　ベース面を有するベース部と、
　前記第１光源ユニットの前記ベース面に対する角度を規定する第１規定面を有し、前記
第１光源ユニットが配置される第１配置部と、
　前記第１規定面に対して前記ベース面側に傾斜する第１傾斜面を有し、前記第１配置部
に接続する第１傾斜部と
を備え、
　前記第１規定面および前記第１傾斜面の各々は、前記ベース面に対して傾斜しており、
　前記ベース面に対する前記第１傾斜面の角度は、前記ベース面に対する前記第１規定面
の角度よりも大きい、ベースユニット。
【請求項２】
　前記第１傾斜面は平面である、請求項１に記載のベースユニット。
【請求項３】
　前記第１傾斜面は湾曲している、請求項１に記載のベースユニット。
【請求項４】
　前記ベースユニットに取り付け可能な第２光源ユニットの前記ベース面に対する角度を
規定する第２規定面を有し、前記第２光源ユニットが配置される第２配置部と、
　前記第２規定面に対して前記ベース面側に傾斜する第２傾斜面を有し、前記第２配置部
に接続する第２傾斜部と
をさらに備え、
　前記第２規定面および前記第２傾斜面の各々は、前記ベース面に対して傾斜しており、
　前記ベース面に対する前記第２傾斜面の角度は、前記ベース面に対する前記第２規定面
の角度よりも大きく、
　前記第２規定面は、前記第１規定面に対して前記ベース面側に傾斜している、請求項１
から請求項３のいずれか１項に記載のベースユニット。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載のベースユニットと、
　前記第１光源ユニットと
を備える、照明器具。
【請求項６】
　前記第１光源ユニットの端縁は、前記第１規定面と前記第１傾斜面との境界に位置する
、請求項５に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベースユニットおよび照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載された照明器具は、器具本体と、器具本体に着脱可能な光源ユニット
とを備える。器具本体は天井面に取り付けられる。光源ユニットは、天井面に取り付けら
れた後の本体ユニットに取り付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－７８４２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、特許文献１に記載された照明器具では、光源ユニットから設置面（例え
ば、天井面）に向かう光のほとんどが傾斜面によって遮られる。したがって、設置面に対
して光を効率良く照射することができない。
【０００５】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は設置面に対して光を効率良
く照射することができるベースユニットおよび照明器具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願に開示するベースユニットは、第１光源ユニットを取り付け可能である。前記ベー
スユニットは、ベース部と、第１配置部と、第１傾斜部とを備える。前記ベース部は、ベ
ース面を有する。前記第１配置部は、第１規定面を有する。前記第１規定面は、前記第１
光源ユニットの前記ベース面に対する角度を規定する。前記第１配置部は、前記第１光源
ユニットが配置される。前記第１傾斜部は、第１傾斜面を有する。前記第１傾斜面は、前
記第１規定面に対して前記ベース面側に傾斜する。前記第１傾斜部は、前記第１配置部に
接続する。前記第１規定面および前記第１傾斜面の各々は、前記ベース面に対して傾斜し
ている。前記ベース面に対する前記第１傾斜面の角度は、前記ベース面に対する前記第１
規定面の角度よりも大きい。
【０００７】
　本願に開示するベースユニットにおいて、前記第１傾斜面は平面であることが好ましい
。
【０００８】
　本願に開示するベースユニットにおいて、前記第１傾斜面は湾曲していることが好まし
い。
【０００９】
　本願に開示するベースユニットにおいて、前記ベースユニットは、第２配置部と、第２
傾斜部とをさらに備えることが好ましい。前記第２配置部は、第２規定面を有することが
好ましい。第２規定面は、前記ベースユニットに取り付け可能な第２光源ユニットの前記
ベース面に対する角度を規定することが好ましい。前記第２配置部は、前記第２光源ユニ
ットが配置されることが好ましい。前記第２傾斜部は、第２傾斜面を有することが好まし
い。前記第２傾斜面は、前記第２規定面に対して前記ベース面側に傾斜することが好まし
い。前記第２傾斜部は、前記第２配置部に接続することが好ましい。前記第２規定面およ
び前記第２傾斜面の各々は、前記ベース面に対して傾斜していることが好ましい。前記ベ
ース面に対する前記第２傾斜面の角度は、前記ベース面に対する前記第２規定面の角度よ
りも大きいことが好ましい。前記第２規定面は、前記第１規定面に対して前記ベース面側
に傾斜していることが好ましい。
【００１０】
　本願に開示する照明器具は、上記に記載のベースユニットと、前記第１光源ユニットと
を備える。
【００１１】
　本願に開示する照明器具において、前記第１光源ユニットの端縁は、前記第１規定面と
前記第１傾斜面との境界に位置することが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係るベースユニットによれば、設置面に対して光を効率良く照射することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る照明器具を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係る照明器具の側面図である。
【図３】本発明の実施形態に係る照明器具の側面図である。
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【図４】本発明の実施形態に係る照明器具の側面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る照明器具の側面図である。
【図６】本発明の実施形態に係る照明器具の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。なお、図中、同一ま
たは相当部分については同一の参照符号を付して説明を繰り返さない。本発明の実施形態
において、Ｘ軸、Ｙ軸、およびＺ軸は互いに直交し、Ｘ軸およびＹ軸は水平面に平行であ
り、Ｚ軸は鉛直線に平行である。
【００１５】
　図１を参照して、本発明の実施形態に係る照明器具２００について説明する。図１は、
本発明の実施形態に係る照明器具２００を示す斜視図である。図１において、長手方向Ｄ
１は、ベースユニット１００、第１光源ユニット２１０ａおよび第２光源ユニット２１０
ｂの長手方向を示す。長手方向Ｄ１は、Ｙ軸に沿った方向である。図１において、幅方向
Ｄ２は、長手方向Ｄ１に直交する方向を示す。幅方向Ｄ２は、Ｘ軸に沿った方向である。
【００１６】
　図１に示すように、照明器具２００は、例えば、ベースライトである。照明器具２００
は、ベースユニット１００と、第１光源ユニット２１０ａと、第２光源ユニット２１０ｂ
とを備える。ベースユニット１００と、第１光源ユニット２１０ａと、第２光源ユニット
２１０ｂとは長手形状を有する。
【００１７】
　ベースユニット１００は、建造物等における設置面に取り付けられる。本実施形態では
、設置面は建造物における部屋の天井面である。ベースユニット１００は、第１光源ユニ
ット２１０ａと、第２光源ユニット２１０ｂとを取り付け可能である。ベースユニット１
００は、第１光源ユニット２１０ａおよび第２光源ユニット２１０ｂを保持する。
【００１８】
　第１光源ユニット２１０ａと第２光源ユニット２１０ｂとの各々は光を出射する。
【００１９】
　図１および図２を参照して、本発明の実施形態に係る照明器具２００についてさらに説
明する。図２は、本発明の実施形態に係る照明器具２００の側面図である。図２において
、角度θ１は、ベース面１１２に対する第１傾斜面１３２ａの角度を示す。角度θ２は、
ベース面１１２に対する第１規定面１２２ａの角度を示す。角度θ３は、ベース面１１２
に対する第２傾斜面１３２ｂの角度を示す。角度θ４は、ベース面１１２に対する第２規
定面１２２ｂの角度を示す。光Ｌ１は、第１光源ユニット２１０ａから出射された光のう
ちの一部の光を示す。光Ｌ２は、第２光源ユニット２１０ｂから出射された光のうちの一
部の光を示す。
【００２０】
　図１および図２に示すように、ベースユニット１００は、ベース部１１０と、第１配置
部１２０ａと、第１傾斜部１３０ａと、第１接続部１４０ａと、第２配置部１２０ｂと、
第２傾斜部１３０ｂと、第２接続部１４０ｂと、第３接続部１５０と、一対の端部１６０
とを備える。ベースユニット１００は、例えば金属製である。
【００２１】
　ベース部１１０は、ベース面１１２を有する。ベース面１１２は、例えば、平面である
。照明器具２００が天井面Ｃに取り付けられた場合、ベース面１１２は天井面Ｃと対向し
当接する。天井面Ｃは、設置面の一例である。
【００２２】
　第１配置部１２０ａには、第１光源ユニット２１０ａが配置される。第１配置部１２０
ａは、第１規定面１２２ａを有する。第１規定面１２２ａは、例えば、平面である。第１
規定面１２２ａは、ベース面１１２に対して傾斜する。第１規定面１２２ａは角度θ２を
規定する。角度θ２は、第１光源ユニット２１０ａのベース面１１２に対する角度である
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。角度θ２は鋭角である。本実施形態では、角度θ２は２５度である。第１規定面１２２
ａによって、第１光源ユニット２１０ａは、ベース面１１２に対して角度θ２傾いた状態
で取り付けられる。
【００２３】
　第１傾斜部１３０ａは、第１配置部１２０ａに接続している。第１傾斜部１３０ａは、
第１傾斜面１３２ａを有する。第１傾斜面１３２ａは、本実施形態では、平面である。第
１傾斜面１３２ａは、第１規定面１２２ａに対してベース面１１２側に傾斜する。第１傾
斜面１３２ａは、ベース面１１２に対して角度θ１だけ傾斜する。角度θ１は、ベース面
１１２に対する第１傾斜面１３２ａの傾斜角である。角度θ１は、例えば、ベース面１１
２に対する面１６６ａの傾斜角である。面１６６ａは、第１傾斜面１３２ａの基端１６２
ａと、第１傾斜面１３２ａの先端１６４ａとによって規定される面である。本実施形態で
は、第１傾斜面１３２ａと、面１６６ａとは重なっている。角度θ１は、鋭角である。本
実施形態では、角度θ１は５０度である。第１傾斜面１３２ａは、第１光源ユニット２１
０ａが出射した光Ｌ１を効率良く反射するために、白色塗装などの反射加工が施されてい
ることが好ましい。
【００２４】
　第１接続部１４０ａは、ベース部１１０から垂直に延びている。第１接続部１４０ａは
、第１傾斜部１３０ａに接続している。
【００２５】
　第１光源ユニット２１０ａは、第１光源２１２ａと、第１カバー部材２１４ａとを有す
る。第１光源ユニット２１０ａは、第１光源ユニット２１０ａの端縁２１６ａが、第１規
定面１２２ａと第１傾斜面１３２ａとの境界に位置するように配置される。端縁２１６ａ
は、第１傾斜面１３２ａに沿って延びている。
【００２６】
　第１光源２１２ａは、複数のＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を
含む。複数のＬＥＤは、長手方向Ｄ１（Ｙ軸方向）に沿って直線状に配列されている。
【００２７】
　第１カバー部材２１４ａは、長手方向Ｄ１（Ｙ軸方向）に沿って延びている。第１カバ
ー部材２１４ａは、第１光源２１２ａを覆う。第１カバー部材２１４ａは、第１光源２１
２ａが出射した光Ｌ１を拡散する。第１カバー部材２１４ａは、例えば、合成樹脂（例え
ば、ポリカーボネート）を押出成形することによって形成される。第１カバー部材２１４
ａの色彩は、例えば、白色の半透明である。第１カバー部材２１４ａは、例えば、セード
である。第１カバー部材２１４ａの下面は湾曲している。第１カバー部材２１４ａの高さ
ｈ１は、例えば、２７ｍｍである。第１カバー部材２１４ａの高さｈ１が十分に高いと、
天井面Ｃに向けて効率よく光が照射される。また、第１カバー部材２１４ａの高さｈ１が
高いと、第１光源２１２ａが透けて見えることを抑制することができる。第１カバー部材
２１４ａは、白色半透明の他、光拡散材料を含有した樹脂で成形したり、透明材料で成形
した後に表面に光拡散処理を施したりしてもよい。
【００２８】
　第２配置部１２０ｂには、第２光源ユニット２１０ｂが配置される。第２配置部１２０
ｂは、第２規定面１２２ｂを有する。第２規定面１２２ｂは、例えば、平面である。第２
規定面１２２ｂは、ベース面１１２に対して傾斜する。第２規定面１２２ｂは角度θ４を
規定する。角度θ４は、第２光源ユニット２１０ｂのベース面１１２に対する角度である
。角度θ４は鋭角である。本実施形態では、角度θ４は２５度である。第２規定面１２２
ｂによって、第２光源ユニット２１０ｂは、ベース面１１２に対して角度θ４傾いた状態
で取り付けられる。また、第２規定面１２２ｂは、第１規定面１２２ａに対してベース面
側に傾斜している。
【００２９】
　第２傾斜部１３０ｂは、第２配置部１２０ｂに接続している。第２傾斜部１３０ｂは、
第２傾斜面１３２ｂを有する。第２傾斜面１３２ｂは、本実施形態では、平面である。第
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２傾斜面１３２ｂは、第２規定面１２２ｂに対してベース面１１２側に傾斜する。第２傾
斜面１３２ｂは、ベース面１１２に対して角度θ３だけ傾斜する。角度θ３は、ベース面
１１２に対する第２傾斜面１３２ｂの傾斜角である。角度θ３は、例えば、ベース面１１
２に対する面１６６ｂの傾斜角である。面１６６ｂは、第２傾斜面１３２ｂの基端１６２
ｂと、第２傾斜面１３２ｂの先端１６４ｂとによって規定される面である。本実施形態で
は、第２傾斜面１３２ｂと、面１６６ｂとは重なっている。角度θ３は、鋭角である。本
実施形態では、角度θ３は５０度である。第２傾斜面１３２ｂは、第２光源ユニット２１
０ｂが出射した光Ｌ２を効率良く反射するために、白色塗装などの反射加工が施されてい
ることが好ましい。
【００３０】
　第２接続部１４０ｂは、ベース部１１０から垂直に延びている。第２接続部１４０ｂは
、第２傾斜部１３０ｂに接続している。
【００３１】
　第２光源ユニット２１０ｂは、第２光源２１２ｂと、第２カバー部材２１４ｂとを有す
る。第２光源２１２ｂは、第１光源２１２ａと同様の構成であるため説明を省略する。ま
た、第２カバー部材２１４ｂは、第１カバー部材２１４ａと同様の構成であるため説明を
省略する。
【００３２】
　第３接続部１５０は、第１配置部１２０ａと第２配置部１２０ｂとを接続する。
【００３３】
　一対の端部１６０は、ベースユニット１００の長手方向Ｄ１における両端部（図１参照
）に設けられる。
【００３４】
　ベース面１１２に対する第１傾斜面１３２ａの角度θ１は、ベース面１１２に対する第
１規定面１２２ａの角度θ２よりも大きい。したがって、第１光源ユニット２１０ａから
出射して天井面Ｃに向かう光がベースユニット１００によって遮られることを抑制するこ
とができる。その結果、天井面Ｃに対しても光を効率良く照射することができる。さらに
、第１傾斜面１３２ａを有しない場合と比べて、ベースユニット１００の幅方向Ｄ２の寸
法を小さくすることができる。また、第１傾斜面１３２ａを有しない場合と比べて、ベー
スユニット１００の折り曲げ部分を増やすことができる。したがって、ベースユニット１
００の強度を向上させることができる。ベースユニット１００の強度を向上させることに
よって、ベースユニット１００の運搬時に加わる衝撃や振動で、ベースユニット１００が
容易に変形してしまうことを抑制できる。また、ベースユニット１００の強度を向上させ
ることによって、照明器具２００を天井面Ｃに設置した状態で、ベースユニット１００が
、第１光源ユニット２１０ａおよび第２光源ユニット２１０ｂの重さで、長手方向の中央
付近が下方向に向かって湾曲変形することを抑制できる。
【００３５】
　また、同様に、ベース面１１２に対する第２傾斜面１３２ｂの角度θ３は、ベース面１
１２に対する第２規定面１２２ｂの角度θ４よりも大きい。したがって、第２光源ユニッ
ト２１０ｂから出射して天井面Ｃに向かう光がベースユニット１００によって遮られるこ
とを抑制することができる。その結果、天井面Ｃに対しても光を効率良く照射することが
できる。さらに、第２傾斜面１３２ｂを有しない場合と比べて、ベースユニット１００の
幅方向Ｄ２の寸法を小さくすることができる。また、第２傾斜面１３２ｂを有しない場合
と比べて、ベースユニット１００の折り曲げ部分を増やすことができる。したがって、ベ
ースユニット１００の強度を向上させることができる。ベースユニット１００の強度を向
上させることによって、ベースユニット１００の運搬時に加わる衝撃や振動で、ベースユ
ニット１００が容易に変形してしまうことを抑制できる。また、ベースユニット１００の
強度を向上させることによって、照明器具２００を天井面Ｃに設置した状態で、ベースユ
ニット１００が、第１光源ユニット２１０ａおよび第２光源ユニット２１０ｂの重さで、
長手方向の中央付近が下方向に向かって湾曲変形することを抑制できる。
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【００３６】
　図１および図２を参照して説明した照明器具２００では、第１傾斜面１３２ａおよび第
２傾斜面１３２ｂは平面であったが、第１傾斜面１３２ａおよび第２傾斜面１３２ｂは、
湾曲していてもよい。
【００３７】
　図３を参照して本発明の実施形態に係る照明器具２００について説明する。図３は、本
発明の実施形態に係る照明器具２００の側面図である。第１傾斜面１３２ａおよび第２傾
斜面１３２ｂが湾曲している点を除いて、図３に示す照明器具２００は図２に示す照明器
具２００と同様な構成を有するため、重複部分については説明を省略する。
【００３８】
　図３に示すように、第１傾斜面１３２ａおよび第２傾斜面１３２ｂは、湾曲している。
詳しくは、第１傾斜面１３２ａおよび第２傾斜面１３２ｂは、ベース面１１２に向かって
凹状に湾曲している。第１傾斜面１３２ａおよび第２傾斜面１３２ｂを凹状に湾曲させる
ことによって、第１傾斜面１３２ａおよび第２傾斜面１３２ｂの一部に影ができやすく、
影になった部分が目立たなくなる。したがって、ベースユニット１００の外観を細く（Ｘ
軸方向の寸法を小さく）見せることができる。なお、第１傾斜面１３２ａおよび第２傾斜
面１３２ｂは、光を遮らない範囲で凸状に湾曲していてもよい。
【００３９】
　ベース面１１２に対する第１傾斜面１３２ａの角度θ１は、ベース面１１２に対する第
１規定面１２２ａの角度θ２よりも大きい。角度θ１は、例えば、ベース面１１２に対す
る面１６６ａの傾斜角である。面１６６ａは、第１傾斜面１３２ａの基端１６２ａと、第
１傾斜面１３２ａの先端１６４ａとによって規定される面である。本実施形態では、第１
傾斜面１３２ａと、面１６６ａとは重なっていない。したがって、第１光源ユニット２１
０ａから出射して天井面Ｃに向かう光Ｌ１がベースユニット１００によって遮られること
を抑制することができる。その結果、天井面Ｃに対しても光Ｌ１を効率良く照射すること
ができる。
【００４０】
　同様に、ベース面１１２に対する第２傾斜面１３２ｂの角度θ３は、ベース面１１２に
対する第２規定面１２２ｂの角度θ４よりも大きい。角度θ３は、例えば、ベース面１１
２に対する面１６６ｂの傾斜角である。面１６６ｂは、第２傾斜面１３２ｂの基端１６２
ｂと、第２傾斜面１３２ｂの先端１６４ｂとによって規定される面である。本実施形態で
は、第２傾斜面１３２ｂと、面１６６ｂとは重なっていない。したがって、第２光源ユニ
ット２１０ｂから出射して天井面Ｃに向かう光Ｌ２がベースユニット１００によって遮ら
れることを抑制することができる。その結果、天井面Ｃに対しても光Ｌ２を効率良く照射
することができる。
【００４１】
　図１および図２を参照して説明した照明器具２００では、ベースユニット１００は、第
１接続部１４０ａと第２接続部１４０ｂとを備えていたが、ベースユニット１００は、第
１接続部１４０ａと第２接続部１４０ｂとを備えていなくてもよい。
【００４２】
　図４を参照して本発明の実施形態に係る照明器具２００について説明する。図４は、本
発明の実施形態に係る照明器具２００の側面図である。第１接続部１４０ａと第２接続部
１４０ｂとを備えていない点を除いて、図４に示す照明器具２００は図２に示す照明器具
２００と同様な構成を有するため、重複部分については説明を省略する。
【００４３】
　図４に示すように、本実施形態では、第１傾斜部１３０ａは、ベース部１１０と接続し
ている。すなわち、ベースユニット１００は、第１接続部１４０ａを備えない。したがっ
て、角度θ１を大きくすることができる。その結果、第１光源ユニット２１０ａから出射
して天井面Ｃに向かう光Ｌ１がベースユニット１００によって遮られることを抑制するこ
とができる。その結果、天井面Ｃに対しても光Ｌ１を効率良く照射することができる。
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【００４４】
　同様に、本実施形態では、第２傾斜部１３０ｂは、ベース部１１０と接続している。す
なわち、ベースユニット１００は、第２接続部１４０ｂを備えない。したがって、角度θ
３を大きくすることができる。その結果、第２光源ユニット２１０ｂから出射して天井面
Ｃに向かう光Ｌ２がベースユニット１００によって遮られることを抑制することができる
。その結果、天井面Ｃに対しても光Ｌ２を効率良く照射することができる。
【００４５】
　図１および図２を参照して説明した照明器具２００では、第１光源ユニット２１０ａは
、第１光源ユニット２１０ａの端縁２１６ａが、第１規定面１２２ａと第１傾斜面１３２
ａとの境界に位置するように配置されていたが、第１光源ユニット２１０ａは、第１光源
ユニット２１０ａの端縁２１６ａが、第１規定面１２２ａと第１傾斜面１３２ａとの境界
から離れた位置に位置するように配置されてもよい。
【００４６】
　図５を参照して本発明の実施形態に係る照明器具２００について説明する。図５は、本
発明の実施形態に係る照明器具２００の側面図である。第１光源ユニット２１０ａの端縁
２１６ａが、第１規定面１２２ａと第１傾斜面１３２ａとの境界から離れた位置に位置す
るように、第１光源ユニット２１０ａが配置されている点を除いて、図５に示す照明器具
２００は図２に示す照明器具２００と同様な構成を有するため、重複部分については説明
を省略する。
【００４７】
　図５に示すように、第１光源ユニット２１０ａは、第１光源ユニット２１０ａの端縁２
１６ａが、第１規定面１２２ａと第１傾斜面１３２ａとの境界から離れた位置に位置する
ように配置される。同様に、第２光源ユニット２１０ｂは、第２光源ユニット２１０ｂの
端縁２１６ｂが、第２規定面１２２ｂと第２傾斜面１３２ｂとの境界から離れた位置に位
置するように配置される。
【００４８】
　図１および図２を参照して説明した照明器具２００は、２つの光源ユニット（第１光源
ユニット２１０ａおよび第２光源ユニット２１０ｂ）を備えていたが、照明器具２００は
、１つの光源ユニットを備えていてもよい。
【００４９】
　図６を参照して本発明の実施形態に係る照明器具２００について説明する。図６は、本
発明の実施形態に係る照明器具２００の側面図である。照明器具２００が１つの光源ユニ
ットを備える点を除いて、図６に示す照明器具２００は図２に示す照明器具２００と同様
な構成を有するため、重複部分については説明を省略する。
【００５０】
　図６に示すように、照明器具２００は、光源ユニット（第１光源ユニット２１０ａ）を
１つ備える。照明器具２００は、一方の方向に光を出射する場合に好適に用いられる。例
えば、照明器具２００は、第２接続部１４０ｂを壁面に当接させて照明器具２００を壁面
に固定することで、壁直付け灯（ブラケットライト）として使用することができる。ある
いは、例えば、ベース面１１２を天井面Ｃに当接させ、第２接続部１４０ｂを壁面に当接
させて固定することで、照明器具２００を天井面Ｃと壁面の境界部分に固定することがで
きる。
【００５１】
　以上、図面（図１～図６）を参照しながら本発明の実施形態を説明した。但し、本発明
は、上記の実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々の態様に
おいて実施することが可能である（例えば、下記に示す（１）～（２））。図面は、理解
しやすくするために、それぞれの構成要素を主体に模式的に示しており、図示された各構
成要素の厚み、長さ、個数等は、図面作成の都合上から実際とは異なる。また、上記の実
施形態で示す各構成要素の材質や形状、寸法等は一例であって、特に限定されるものでは
なく、本発明の効果から実質的に逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
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【００５２】
　（１）図１～図６を参照して説明したように、ベースユニット１００は、片側に１つの
傾斜部を備えていたが、本発明はこれに限定されない。ベースユニット１００は、片側に
複数の傾斜部を備えていてもよい。例えば、第１傾斜部１３０ａまたは第２傾斜部１３０
ｂに接続する傾斜部をさらに備えていてもよい。
【００５３】
　（２）図１～図６を参照して説明したように、照明器具２００は、光源ユニットを１つ
、または２つ備えていたが、本発明はこれに限定されない。照明器具２００は、光源ユニ
ットを３つ以上備えていてもよい。例えば、照明器具２００が光源ユニットを３つ備える
場合、第１配置部１２０ａおよび第２配置部１２０ｂに加えて、さらに、第３接続部１５
０にも光源ユニットが配置されてもよい。
【符号の説明】
【００５４】
１００　　ベースユニット
１１０　　ベース部
１１２　　ベース面
１２０ａ　第１配置部
１２０ｂ　第２配置部
１２２ａ　第１規定面
１２２ｂ　第２規定面
１３０ａ　第１傾斜部
１３０ｂ　第２傾斜部
１３２ａ　第１傾斜面
１３２ｂ　第２傾斜面
２００　　照明器具
２１０ａ　第１光源ユニット
２１０ｂ　第２光源ユニット
２１６ａ　端縁
２１６ｂ　端縁
Ｃ　　　　天井面
θ１、θ２、θ３、θ４　角度
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